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［成果情報名］紀伊水道周辺海域におけるマルアジの年齢・成長と資源評価 

 

［要約］和歌山県沿岸漁業の重要種であるマルアジについて、最新の耳石解析技術を用

いた年齢・成長解析を行い、それをもとに年齢別漁獲尾数を計算し、ＶＰＡ（コホート

解析）による資源評価を行った。高齢魚の年齢分解により、資源尾数は従来の解析より

も低く見積もられた。 
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［背景・ねらい］ 

 紀伊水道周辺海域に生息するマルアジは、まき網、一本釣、定置網等、和歌山県の基幹

漁業が対象とする沿岸の重要資源である。漁獲量は統計上むろあじ類に分類されており、

和歌山県むろあじ類漁獲量は常に全国５位以内にランクされている。 

 紀伊水道外域を漁場とする中型まき網のマルアジ漁獲量は、1992～2000 年に 4,400～

5,600 トンあったが、2001 年以降 2006 年まで、2003 年を除き減少傾向が続いた。同時に、

紀伊水道を漁場とする一本釣、定置網等でも低調な漁模様であった。マサバ等、広域回遊

資源が低迷している現在、本種のような地方個体群の資源特性を把握し、保護・管理して

いくことは、地場産業である沿岸漁業の振興を図る上で必要不可欠である。 

 本研究では、年齢・成長に関する最新の知見をベースに、ＶＰＡ（コホート解析）の手法

を用いて資源評価を行った。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．年齢と成長 

  最新の耳石解析技術を用いて計 2,289 個体の年齢査定を行い、成長解析を行った。その

結果、寿命が５歳であるという従来の知見に比べ、長寿（寿命 10 歳）であることが明らか

になった（図１）。 

２．漁獲物の年齢組成 

２そうまき網の体長組成、漁獲量データと、年齢－体長関係から、年齢組成を計算した。

まき網では２～３歳魚が 58.1%と漁獲の主体であり、５歳以上の高齢魚も 17.4%と比較的多

かった（図２）。 

３．チューニングＶＰＡによる資源評価 

  ２そうまき網漁業による年別年齢別漁獲尾数データをもとに、チューニングＶＰＡによ

る資源解析を行った。従来の年齢－体長関係をもとに行った資源解析に比べ、資源尾数が

かなり減少することが明らかになった。（図３） 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 高齢魚の年齢－体長関係が得られたことにより、正確な年齢別漁獲尾数を推定するこ

とができるようになり、資源解析の精度が上がった。これをもとに資源評価と将来予測

を行うことで、漁業者に説得力のある持続的な漁業推進のための資源管理手法を提示す

ることが可能になる。 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

●  雄
N=1,176
 

   ○  雌
 N=1,113
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    図１ 雌雄別の成長曲線 

 

 

５+歳まで年齢分解した場合
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８+歳まで年齢分解した場合
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図３ 最新の年齢－体長データを用いて解析した資源尾数（下段）と 

従来の方法（上段）との比較           
［その他］ 
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図２ まき網漁獲物の年齢組成 


